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今後狙っていくべき分野
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予防 治療

高機能病院

診療所・開業医・家庭

医療機器は100万品目以上

注射点滴ｾｯﾄ

血液バッグ 成分採血装置

血圧計

電子体温計

ペースメーカ

補助人工心臓

酸素濃縮装置

CT/MRI画像診断装置

超音波診断装置

人工関節

血液検査装置
レーザー検眼鏡

血糖計

内視鏡

輸液ポンプ

血管内治療用カテーテル
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～1950 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代～

・人工腎臓
・レントゲン
・心電図
・ペースメーカー
・心臓バイパス術
・除細動器

・心臓弁置換術
・眼内レンズ/コンタクトレンズ
・超音波診断装置
・人工血管
・血液分析装置
・血球分析装置

・CT
・人工関節
・バルーンカテーテル
・内視鏡
・埋込型人工聴覚
・自己採血血糖計

・MRI
・レーザーメス
・血管ステント
・パルスオキシメーター

・遺伝子解析
・PET CT
・内視鏡下手術
・光CT
・ロボット手術

医療機器の歴史と新たな潮流

出典：AIMBE ; The Medical Device Hall of Fame

2020年代～

・医療支援ソフトウェア
・行動変容アプリケーション
・デジタル治療
・遠隔医療
・個別化医療
・AI活用プログラム医療機器
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➢ 米国企業は市場規模の大きな製品で高いシェアを保有

➢ 日本は欧米と比較して、No.1が非常に少ない

出典：平成30年度日系企業のモノサービス及びソフトウェアの国際競合ポジションに関する情報収集,2018,NEDO を基にNTTデータ経営研究所が作成

日系

米国系

欧州系

米国系

欧州系

日系

シェアが高く
市場規模も大きい

シェアが低く
市場規模も小さい

機器別世界市場規模と日・米・欧系企業の世界シェア及び売上高

2017年

コンタクトレンズ人工膝関節

ステント

放射線治療装置

歯科治療用材料

注射器

眼内レンズ

心調律管理装置

手術ロボット

人工股関節

人工膝関節

ＭＲＩ

CT
歯科インプラント

腹膜透析装置

人工腎臓装置

コンタクトレンズ

超音波診断装置
CT

人工腎臓装置

内視鏡

赤字：日本企業

医療機器市場の現状
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医療機器の市場需要推移・予測(2017-2026）

出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より

➢ 世界市場の成長は持続

➢ 米国市場の規模成長首位は揺るがない

➢ 日本は中国に次いで4位
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AI活用
プログラム
医療機器

New

New

治療用
プログラム
医療機器

医療機器市場動向予測（米国系企業の世界シェア・売上高動向より）

2020年

2025年
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成長が期待される医療機器

出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より

世界市場規模が大きくかつ成長率が高い世界市場規模
が大きい

成長率が高い
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8

⚫今後我が国が注力してくべき具体的なアンメットメディカルニーズの探索を含めた、医療機器研究開発のあり方を検討

⚫様々ある疾患にかかる医療機器の治療貢献度・治療満足度について、医療従事者にアンケートを実施。

⚫疾患領域ごとの満足度・貢献度を分析したところ、脳神経系はどちらも低く、革新的な医療機器開発が望まれる。

医
療
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器
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医療の満足度%

胃がん

大腸がん

肝がん

膵がん

肺がん 乳がん

子宮頸がん 前立腺がん

白血病

悪性リンパ腫

胆道がん

心不全

高血圧症

心筋梗塞

狭心症

心筋症

弁膜症
不整脈

PAD/末梢動脈疾患

大動脈瘤
大動脈解離

動脈硬化

睡眠時無呼吸症候群

糖尿病

機能性胃腸症

IBS/過敏性腸症候群

慢性便秘症

NASH/非ｱﾙｺｰﾙ性脂肪肝炎 CKD/慢性腎臓病

過活動膀胱症候群

腹圧性尿失禁

前立腺肥大症

クローン病

潰瘍性大腸炎

アルツハイマー病

血管性認知症

統合失調症

うつ病 不安神経症

ALS/筋萎縮性側索硬化症

むずむず脚症候群

片(偏)頭痛

脳出血

くも膜下出血
脳梗塞

神経因性疼痛

線維筋痛症

パーキンソン病

多発性硬化症

てんかん

筋ジストロフィー

変形性関節症

サルコペニア

骨粗鬆症

痛風

坐骨神経痛

椎間板障害

関節リウマチ

全身性エリテマトーデス

非結核性抗酸菌症

MRSA感染症

コロナウイルス感染症

結核

インフルエンザ

ウイルス性肝炎

中耳炎

結膜炎皮膚糸状菌症

喘息

アレルギー性鼻炎アトピー性皮膚炎

精神・行動障害

急性気管支炎

急性咽頭炎・扁桃炎

食道閉鎖症

直腸肛門奇形

胆道閉鎖症

小耳症

口唇口蓋裂

がん

循環器系

内分泌・代謝系

脳神経系
整形外科系

感染症

小児生育
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各対象疾患における医療機器の貢献度・医療の満足度
各疾患領域における医療機器の貢献度・医療の満足度の平均値

革新的な医療機器創出

が期待される領域

医療機器の貢献度が高く

医療の満足度も高い領域

※調査対象疾患 「がん」「内分泌・代謝系」「循環器系」「整形外科系」「脳神経系」「感染症」「小児生育」領域における計 79 疾患

※アンケート先 各疾患領域における認定医・専門医各30名（計210名）

【疾患領域別】 医療の満足度・医療機器の貢献度

出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より8



【疾患領域別】医療の満足度・医療機器の貢献度

疾患領域毎にも革新的な医療機器創出が期待される
出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より 9



社会的・産業的重要性の分析

社会における企業活動・家計消費の担い手である労働者
及び消費者の損失（活動低下・消失）に繋がりやすい疾
患領域

将来的な市場拡大が見込まれ、企業が開発ターゲットと
して有望視する、医療機器産業において商機の大きい疾
患領域

出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より 10



戦略的に取り組む5疾患領域

出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より 11



遠隔・在宅医療

予防・早期発見

低侵襲治療 身体機能の補完・QOL向上

ライフステージ課題解決

今後狙っていくべき分野

個別化医療

AI
画像診断

SaMD・DX
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先進的医療機器開発の産業インパクト分析より

出所：令和4年度新たな医療機器研究開発支援のあり方の検討に関する調査 最終報告書より

予測

SaMD画像診断

低侵襲治療
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橈骨動脈より心臓カテーテル
を挿入する手技が普及

脳動脈瘤塞コイル

経皮的冠状動脈形成術

PTCA

薬剤溶出型
ステント

カテーテルによる低侵襲治療領域の拡大

末梢動脈ステント

心臓弁置換

大動脈ステントグラフト
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『低侵襲化』による「医療の質」の向上

入院日数
治療のための傷
副作用
痛み
経済的負担
医療従事者の負担
経営効率

長い
大きい
多い・重い
痛い
重い
重い
改善余地

短い
小さい

少ない・軽い
痛くない
軽い
軽い
効率化

心臓外科手術 手首からの
カテーテル手術

鼠径部からの
カテーテル手術

・太いカテーテル
・長い止血時間
・医師の負荷大
・入院必要

・細いカテーテル
・短い止血時間
・日帰りも可
・ただしテクニック必要
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直径0.1～2mm、長さ1000～1500mmの細管やﾜｲﾔｰに

➢ 表面改質技術、コーティング技術、チューブ成型技術

➢ 異種素材接合技術、精密成型技術、精密研磨技術

➢ 微細加工技術

➢ 極細線金属や特殊合金などの技術が使われている

日本のものづくり技術が生きる

例えば
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痛みの少ない針

日本の優れた
金属加工技術

故 岡野正行氏
岡野工業株式会社（墨田区）
2018年廃業

＋

先端部外径：0.18mm！
世界初内・外径Wテーパー
アンシンメトリーエッジ

＝

日本の匠の技を量産技術へ

写真：岡野工業㈱HPより

世界展開

注射針のイノベーション

写真：テルモ㈱HPより
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医療・ヘルスケア機器市場が拡大

健康管理機器

行動変容アプリ

医療機器
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ミリ波レーダー (非接触心拍、呼吸、体動等)

ウイルス等の高感度検出（生物機能等を利用）

薄膜センサ (貼付型長時間測定・送信)

薄膜バッテリー (同上)

触覚センサー (遠隔診断、治療、手術)

➢ データを高精度かつ自動的に大量取得

➢ 既存技術では計測困難な超微小量信号の検出

➢ 非接触センシング

➢ 低コスト化・小型化・省エネ化

➢アクチュエーション

➢視覚・触覚表現

➢ブレイン・マシン・インターフェース

➢人間の五感をバーチャルに再現

医療・ヘルスケアの進化に必要な要素技術

センシング技術

テレプレゼンスやテレイグジステンス技術

人工筋肉・ソフトアクチュエーター

ハプティクス、スマートグラス

視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚の再現

（遠隔診療・リハビリテーション等）

出典：経産省 産業技術ビジョン2020

例えば

21


	PowerPoint プレゼンテーション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

	PowerPoint プレゼンテーション
	スライド 16
	スライド 17: 『低侵襲化』による「医療の質」の向上
	スライド 18
	スライド 19: 痛みの少ない針
	スライド 20
	スライド 21


